
トポロジカル物質の実験的研究において、その候補物質の探索は重要な課
題の一つである。現在のところ、トポロジカル物質の判定は主に試料表面に
おける特異な電子状態を見出すことによって行われている。これに対して本
講演では、バルクの物理量である帯磁率による判定を提案する。
帯磁率の寄与のうち、軌道-Zeeman（OZ）交差帯磁率は磁場の軌道効果と

Zeeman効果の両方に由来するもので、トポロジカル絶縁体のトポロジカル数
を反映することが現象論的な議論により知られている[1, 2]。そこで、微視的
な理論により詳細に調べるため、Dirac方程式から出発し、連続模型に対する
OZ交差帯磁率などの一般公式[3]を導出する。この公式からOZ交差帯磁率が
トポロジカル数を反映して量子化されることが導かれる。量子化の単位の大
きさは10-4 emu/mol程度であり、通常の軌道帯磁率と同程度である。さらに、
連続模型から強束縛模型の場合への公式の拡張[4]も議論する。
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